
 

天

皇

皇

后

両

陛

下

、

東

日

本

大

震

災

追

悼

式

御

臨

席 
 

 

天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
三
月
十
一
日
政
府
主
催
東
日
本
大
震
災
一
周

忌
追
悼
式
に
皇
后
陛
下
と
御
臨
席
遊
ば
さ
れ
追
悼
の
祈
り
と
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
ご
回
復
万
全
で
な
い
御
身
を
顧
み
ず
国
家
国
民
の
安
寧
を
祈
り
続
け
る
陛
下
の

大
御
心
に
心
か
ら
の
感
謝
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。
あ
り
が
た
く
厚
く
御
礼
申
し
ま
す
。 

 

 

意

見

表

明

・

河

村

市

長

発

言

を

支

持

す

る

！ 

名
古
屋
市
の
河
村
市
長
は
、
去
る
二
月
二
十
日
、
名
古
屋
市
を
表
敬
訪
問
し
た
南
京

市
の
共
産
党
常
務
委
員
ら
に
一
九
三
七
年
の
南
京
事
件
に
つ
い
て
「
通
常
の
戦
闘
行
為

は
あ
っ
て
残
念
だ
が
、
南
京
事
件
と
い
う
の
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
発
言
し

た
。 

河
村
市
長
は
旧
日
本
兵
だ
っ
た
父
親
が
南
京
で
四
十
五
年
の
終
戦
を
迎
え
「
温

か
い
も
て
な
し
を
受
け
た
」
と
話
し
て
い
た
こ
と
を
明
か
し
「
八
年
の
間
に
、
も
し
、

そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
南
京
の
人
が
な
ん
で
そ
ん
な
に
日
本
の
軍
隊
に
優
し
く
し

て
く
れ
た
の
か
理
解
で
き
な
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
「
真
実
を
明
ら
か
に
し
な

い
と
、
と
げ
が
刺
さ
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
う
ま
く
い
か
な
い
。
一
度
、
討
論
会
を

南
京
で
開
い
て
ほ
し
い
」
と
求
め
た
。
こ
れ
に
南
京
市
か
ら
は
一
時
交
流
停
止
の
通
告

を
名
古
屋
市
に
送
り
つ
け
る
な
ど
、
発
言
を
撤
回
せ
よ
と
の
抗
議
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

盟
友
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
た
大
村
愛
知
県
知
事
か
ら
も
批
判
的
な
コ
メ
ン
ト
が
発
表

さ
れ
る
な
ど
、
河
村
市
長
発
言
は
一
時
的
で
は
あ
っ
た
が
、
劣
勢
に
立
た
さ
れ
た
。
し

か
し
、
心
あ
る
市
民
か
ら
は
市
長
室
に
「
当
然
の
こ
と
だ
」
、「
よ
く
言
っ
て
く
れ
た
」
、

「
持
論
を
曲
げ
な
い
で
ほ
し
い
」
な
ど
の
激
励
の
声
が
、
連
日
寄
せ
ら
れ
た
。
幸
い
に

し
て
、
本
日
ま
で
河
村
市
長
に
お
か
れ
て
は
、「
謝
罪
も
撤
回
も
し
な
い
」
と
首
尾
一

貫
し
た
態
度
で
悠
然
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
、
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

今
後
は
名
古
屋
市
議
会
を
中
心
に
こ
の
議
論
を
深
め
て
行
く
、
勉
強
会
が
立
ち
上
が
る

と
仄
聞
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
い
ち
名
古
屋
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
日
本
全
体

の
問
題
で
あ
る
。
南
京
大
虐
殺
の
汚
名
を
雪
ぐ
絶
好
の
機
会
を
得
た
。
今
後
、
名
古
屋

よ
り
こ
の
こ
と
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

（
文
責
・
日
本
会
議
愛
知
県
本
部
事
務
局
長 

服
部
守
孝
） 

報

告

・

連

続

フ

ォ

ー

ラ

ム 

第
一
回
連
続
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
月
十
九
日
）
で
、
西
田
昌
司
参
議
院
議
員
を
、
第
二
回 

（
三
月
四
日
）
で
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
の
水
島
総
氏
、
大
高
未
貴
女
史
、
三
輪
和
夫
氏
（
日 

本
世
論
の
会
）
を
講
師
に
迎
え
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
こ
そ
、
真
正
保
守
政
権 

を
目
指
し
て
保
守
団
体
が
力
を
合
わ
せ
る
時
で
す
。
こ
の
模
様
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
配 

信
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
下
さ
い
。 

 

ご

案

内

・

安

倍

晋

三

・

青

山

繁

春

大

講

演

会 

テ
ー
マ
・
「
真
正
保
守
政
権
を
構
想
す
る
」 

日 

時
・
四
月
二
日
（
月
）
午
後
六
時
開
場
・
六
時
三
十
分
開
会
～
九
時
閉
会 

会 

場
・
中
京
大
学
文
化
市
民
会
館
・
プ
ル
ニ
エ
ホ
ー
ル 

 
 
 
 

金
山
総
合
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
五
分 

電
話
０
５
２
―
９
５
３
―
５
１
１
１ 

会 

費
・
前
売
り
千
五
百
円
、
当
日
二
千
円 

売
行
き
快
調
、
残
席
僅
か
で
す
！ 

 

ご

案

内

・

日

本

会

議

春

日

井

支

部

発

会

式 

日 

時
・
四
月
八
日
（
日
）
午
後
十
三
時
開
場
・
十
三
時
三
十
分
開
会
～
四
時
閉
会 

会 

場
・
ル
ネ
ッ
ク
・
七
階
多
目
的
ホ
ー
ル
Ｊ
Ｒ
勝
川
駅
北
口
徒
歩
一
分 

会 

費
・
千
円
（
当
日
申
し
受
け
ま
す
）
で
き
れ
ば
事
前
に
出
席
連
絡
下
さ
い
。 

 

ご

案

内

・

第

十

五

回

愛

知

竹

田

研

究

会 

テ
ー
マ
・
前
半
「
四
月
の
御
題
」、
後
半
「
古
事
記
を
読
も
う
」 

日 

時
・
四
月
十
五
日
（
日
）
午
後
四
時
半
開
場
・
五
時
開
会
～
七
時
半
閉
会 

会 

費
・
二
千
円
（
初
参
加
者
と
学
生
は
無
料
）
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す 

懇
親
会
・
四
千
五
百
円
（
希
望
者
の
み
、
竹
田
恒
泰
先
生
と
親
し
く
懇
談
で
き
ま
す
） 

 

ご

案

内

・

沖

縄

県

祖

国

復

帰

四

十

周

年

記

念

旅

行

会 

日
本
会
議
沖
縄
県
本
部
が
事
務
局
と
な
り
五
月
十
二
日
に
記
念
式
典
を
、
翌
十
三
日

に
平
和
祈
念
堂
に
て
戦
没
者
顕
彰
祭
を
開
催
し
ま
す
。
愛
知
県
本
部
で
は
、
両
行
事
に

参
加
す
る
為
の
旅
行
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
日
本
の
息
吹
今
月
号
に
チ
ラ
シ
が
同
封
し

て
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
ご
や
通
信 

 第
三
十
二
号 

平
成
二
十
四
年
四
月 

日
本
会
議 

名
古
屋
支
部 

事
務
局 

０
５
２ 

― 

７
６
３ 

― 

４
５
８
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●
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定 

四
月
一
日
午
前
八
時
開
始
、
九
時
終
了
。
五
月
六
日
、
六
月
三
日
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
護
国
神
社
は
一
年
で
最
も
美
し
い
桜
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
境
内
清
掃

の
後
、
ご
一
緒
に
観
桜
お
茶
会
を
致
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
頂
け
ま
す
の
で
、

お
越
し
下
さ
い
ま
せ
。
現
場
責
任
者
・
南
部
（
０
９
０
‐
２
７
７
３
‐
０
６
８
８
） 

 

●
「
日
本
の
息
吹
」
を
引
き
続
き
ご
継
続
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 


